
世界農業遺産を肌で感じる

足湯で川と文化でドボン

～足湯とプロジェクションによる体験型観光～



企画の趣旨
〈背景〉
• 若者の利用が減少
• 天候季節による来場者の減少
• あゆパークは自然豊かで魅力的な観光資源がある。
• 現在プロジェクターの設置がある。
• 若者にあゆパークや世界農業遺産の価値を知ってもらいたい。

〈ねらい〉
• 若者が訪れたくなる魅力的な内容を提供し、まず知ってもらう。
• 天候や季節に左右されず、年間を通じて来場者を増やす。
• あゆパークの自然や川、鮎釣り、長良川の伝統的な農業、漁業文化という
世界農業遺産の価値を感じられる体験を提供する。

• プロジェクションを活用し、手軽に視覚的、聴覚的に楽しみながら世界農
業遺産の活用を伝える新しい観光体験を創出する。



企画内容

期間

場所

誰が

誰に

内容

基本的には年間を通して（雨天と冬季）

シアタールーム

あゆパーク職員

若者

プロジェクションで長良川の自然、あゆ、あゆ釣り、郡上踊り、
郡上本染め、美濃和紙、関の刃物、鵜飼、植樹の様子を上映

足湯、足水をしながら映像を通して地域文化や世界農業遺産の価
値を体感する。

プラスして…

景品あり！



広報

・SNS（ショート動画、ストーリー投稿）
・地元のインフルエンサーに宣伝してもらう。



経費計画

参加費：無料

世界農業遺産のＰＲ費として県から支援
あゆの栄養価の話から健康に興味がある人たちの購買意欲促進
→あゆパークのあゆ製品の売り上げ向上

景品費
景品は次スライド



景品イメージ



成果

• 天候や季節に左右されず、年間を通じて来場者が増加する。

• あゆパークの自然、鮎釣り、長良川の伝統的な農業、漁業

文化などの世界農業遺産の価値を感じられる体験ができる。

• プロジェクションを活用し、手軽に視覚的、聴覚的に楽し

みながら世界農業遺産のＰＲができる。

• 景品で若者にインパクトを与えて、そもそもにあゆパーク

に足を運んでもらい、世界農業遺産についてを知ってもら

う！
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